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特

集

一一
次
期
学
習
指
導
要
領
の
具
体
的
な
姿

次
期
学
習
指
導
要
領
に
備
え
る

■
「
ア
ク
テ
イ
ブ

¨
ラ
ー
ニ
ン
グ
」を
学
方
向
上
に
つ
な
げ
る
―

由
Ｔ
白
師
喘
障
「
『

（茨
城
県
立
並
木
中
等
教
育
学
校
長
）

， 一
「ノ
ク
テ
イ
ブ

・
ラ
ー
エ
ン
グ
」
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

２
０
１
６
年
８
月
２６
日
に
、
中
央
教
育
審
議
会
教
育
課
程
部
会
か
ら

「次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
審
議
の
ま
と
め
」
が
公
表
さ
れ
、
い
よ
い

よ
学
習
指
導
要
領
改
訂
が
本
格
的
に
な

っ
て
き
た
。
特
に
、
今
回
の
改
訂

の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
で
あ
る

「
ア
ク
テ
ィ
ブ

。
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
（以
下
、

一
部
を
除
き
Ａ
Ｌ
）
は
、
「主
体
的

。
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
説
明
さ

れ
、
現
在
、
高
校
現
場
で
も
た
い
へ
ん
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。

私
は
、
２
０
１
５
年
４
月
に
校
長
に
な

っ
て
以
来
、
「
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ
ン
グ
」
と

「
二
つ
の
新
テ
ス
ト
」
と

「次
期
学
習
指
導
要
領
」
の
三

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
最
近
は
、
各
所
で
Ａ
Ｌ
関

係
の
研
修
会
講
師
も
務
め
て
い
る
。

２
０
１
５
年
は
、
ま
さ
に

「高
校
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
元
年
」

と
言
え
る
年
で
あ

っ
た
。
Ａ
Ｌ
関
係
書
籍
の
発
行
が
続
き
、
Ａ
Ｌ
関
係
の

セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
は
満
席
が
続
い
た
。
年
が
明
け
て
、
２
０
１
６
年
は

「
ア
ク
テ
イ
ブ

。
ラ
ー
ニ
ン
グ

・
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
」
だ
と
捉
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
高
校
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
の
草
創
期
で
あ
り
、
土
台
作
り
の
時

期
に
あ
た
る
こ
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
「次
期
学
習
指
導
要
領
に
備
え
る
」
と
題
し
、
特
に
高
校
に

お
け
る
Ａ
Ｌ
に
焦
点
を
あ
て
、
現
在
私
が
考
え
て
い
る
こ
と
、
Ａ
Ｌ
関
係

で
考
案
し
た
二
つ
の
も
の
、
本
校
で
の
Ａ
Ｌ
の
取
組
等
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
に
す
る
。

■
Ａ
Ｌ
を
学
力
向
上
に
つ
な
げ
る
「Ａ
Ｌ
指
数
」と
「Ｒ
８０
」
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■特集 /次 期学習指導要領の具体的な姿目闘塚騒圏

（
１
）
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と

私
は
、
Ａ
Ｌ
の
目
的
は

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ナ
ー

（能
動
的
学
習
者
と

を
育
成
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ナ
ー

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
授
業
は
、
み
な
Ａ
Ｌ
型
授
業
で
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
Ａ
Ｌ
に
は
、
大
き
く
分
け
て

「
イ
ベ
ン
ト
型
」
と

「
通

常
授
業
型
」
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
高
校
現
場
で
も
、
課
題
研
究
等

「
イ

ベ
ン
ト
型
」
の
Ａ
Ｌ
は
数
多
く
実
践
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
、
高

校

の
先
生
方
が
追
究
し
、
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は

「
通
常
授
業
型
」
の

Ａ
Ｌ
で
あ
る
。

Ａ
Ｌ
研
究
の
過
程
で
、
多
く
の
Ａ
Ｌ
型
授
業
を
見
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
た
り
し
た
が
、
次
の
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

①
Ａ
Ｌ
型
授
業
が
形
だ
け
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
。

②
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ナ
ー

（能
動
的
学
習
者
）
の
育
成
と
い
う
目
的
に
向

か
っ
て
い
る
か
。

③
Ａ
Ｌ
か
講
義
か
と
い
う
二
項
対
立
的
な
議
論
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

④
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
だ
け
で
学
力
は
向
上
す
る
の
か
。

以
上
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
私
は
、
「
Ａ
Ｌ
指
数
」
と

「
Ｒ
８０

（
ア
ー
ル
エ
イ
テ
ィ
と

を
考
案
し
、
現
在
、
こ
の
二
つ
を
全
国
に
発
信
し

て
い
る
。
以
下
に
二
つ
に
つ
い
て
の
解
説
を
記
す
。

（
２
）
「
Ａ
Ｌ
指
数
」
に
つ
い
て

特
に
③
の
課
題
に
対
し
て
、
２
０
１
６
年
３
月
に
考
案
し
た
の
が

「
Ａ

Ｌ
指
数
」
で
あ
る
。
「
Ａ
Ｌ
指
数
」
と
は
、
Ａ
Ｌ
の
実
施
率
を
示
す
指
数
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、

５０
分
授
業
で
Ａ
Ｌ
５
分
間
な
ら

「
Ａ
Ｌ
ｌＯ
」
、
Ａ
Ｌ
ｌ０

分
間
な
ら

「
Ａ
Ｌ
２０
」
で
ぁ
る
。
ま
た
、
週
５
時
間
の
授
業
で
Ａ
Ｌ
ｌ
時

間
の
場
合
も

「
Ａ
Ｌ
２０
」
と
な
る
。

現
在
の
高
校
の
授
業
は
、
た
い
へ
ん
指
導
内
容
が
多
い
た
め
、
従
来
の

知
識
伝
達
型
の
講
義
も
必
要
で
あ
る
。
高
校
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｌ
化
を
極

端
に
進
め
る
こ
と
に
は
リ
ス
ク
を
伴
う
と
さ
え
思

っ
て
い
る
。
現
在
、
私

の
考
え
る
高
校
Ａ
Ｌ
の
理
想
は

「
Ａ
Ｌ
２０
」
で
ぁ
る
。
つ
ま
り
、
１
時
間

の
授
業
の
約
２
割
を
Ａ
Ｌ
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

高
校
Ａ
Ｌ
は
、
講
義
に
Ａ
Ｌ
を
導
入
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の

「
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
」
が
ベ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
Ａ
Ｌ
に
抵
抗
を
感
じ

る
場
合
は
、
ま
ず
講
義
の
中
に
、
ス
パ
イ
ス
の
よ
う
に
Ａ
Ｌ
を
２
～
３
分

入
れ
て
み
る
と
い
い
。
最
も
簡
単
か
つ
効
果
的
な
の
は

「
ペ
ア
ワ
ー
ク
」

（隣
の
人
と
話
し
合
う
）
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
Ａ
Ｌ
指
数
は

「
Ａ
Ｌ
５
」

と
な
る
。

ま
た
、
こ
の

「
Ａ
Ｌ
指
数
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
「
Ａ
Ｌ
の
研
究
」
が

進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ａ
Ｌ
の
効
果
の
検
証
等
に
、

こ
の
指
数
を
横
軸
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（３
）
「Ｒ
８０
」
に
つ
い
て

次
に
前
述
④
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
２
０
１
６
年
５
月
に
考
案

し
た
の
が

「
Ｒ
８０
」
で
ぁ
る
。
そ
の
説
明
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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１
．
「
Ｒ
８０
」
の
読
み
は

「
ア
ー
ル
エ
イ
テ
イ
ー
」

２
．
Ｒ
は

「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（振
り
返
り
と

と

「
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（再
構
築
と

の
Ｒ

３
．
８０
は
、
自
分
で
８０
字
以
内
の
文
章
を
書
く
と
い
う
意
味

４
．
基
本
ル
ー
ル
①
　
Ａ
Ｌ
の
最
後
に
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（振
り
返
り
）

と
し
て
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

っ
た
こ
と
な
ど
を
、
リ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー

（再
構
築
）
し
て
、

８０
字
以
内
で
書
く
。

５
．
基
本
ル
ー
ル
②
　
必
ず
二
文

（ニ
セ
ン
テ
ン
ス
）
で
書
き
、
そ
の
二

文
を
接
続
詞
で
結
ぶ

６
．
目
的
　
思
考
力

・
判
断
力

・
表
現
力
、
そ
し
て
論
理
力
を
育
成
す
る

↓
そ
れ
が
学
力
向
上
に
つ
な
が
る

７
．
な
ぜ
二
文
８０
字
以
内
か
　
一
文
は
５０
字
前
後
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る

（簡
潔
に
明
確
に
書
く
）

８
．
「新
テ
ス
ト
」
の
記
述
式
問
題
へ
の
対
応
策
に
も
な

っ
て
い
る

お
そ
ら
く
、
「
Ａ
Ｌ
は
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
、

今
後
、
高
校
で
は
最
大
の
課
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
課
題

を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
、
高
校
の
普
段
の
授
業
に
は
な
か
な
か
Ａ
Ｌ
は
浸

透
し
て
い
か
な
い
だ
ろ
う
。　
一
方
、
従
来
の
講
義
よ
り
も
Ａ
Ｌ
型
授
業
の

方
が
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
、
Ａ
Ｌ
は
高
校
授

業
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
こ
で
、
Ａ
Ｌ
を
学
力
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
に
考
案
し
た
の
が

「
Ｒ

８０
」
で
ぁ
る
。
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
な
高
校
生
に
は
、
確
か
に
少
し

ハ
ー
ド
ル
が
高

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
Ａ
Ｌ
を

「
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
」

に
引
き
上
げ
る
た
め
の
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
。
す
で
に
、
本
校
を
は
じ
め
、

茨
城
県
内
の
高
校
で
活
用
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
。
文
字
数
が
少
な
い
の

で
、
４
～
５
分
で
書
け
る
と
い
う
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
多

く
の
先
生
方
の
工
夫

・
改
良
を
経
な
が
ら

「
Ｒ
８０
」
が
全
国
の
教
室
に
広

が
つ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、
私
の
考
案
し
た

「
Ｒ
８０
」
の
様
式
の
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
と
Ｐ
Ｄ

Ｆ
に
つ
い
て
は
、
本
校

（並
木
中
等
教
育
学
校
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

「
Ａ
Ｌ
宝
箱
」
に
入

っ
て
い
る
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
自
由
に
改
良
し
て
使

っ
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
あ
る
。
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工 /―ルエイァイー」です。
ョンlrenec● On)と リストラクチャー (restructure)の Rです。

'ア
クティブ・ラーニング(AL)の 最後に リフレクション(振 り返り)と して,ペアや

ループで言舌し合つたことを,自 分でリストラクチヤー(再構築,して 80字 以内で

,2文 (2セ ンテンス)で書き,2文 を接続詞で結びます。

(ま た,ならびに,かつ) ●対比(一 方) ●換言(つまり,すなわち)
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